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【
会
期
】	

６
月
21
日（
水
）〜
６
月
27
日（
火
）

【
会
場
】	

天
満
屋
岡
山
本
店 

5
階
美
術
画
廊

【
会
期
】	

９
月
６
日（
水
）〜
９
月
11
日（
月
）

【
会
場
】	

天
満
屋
福
山
店 

６
階
美
術
画
廊

【
会
期
】	

11
月
1
日（
水
）〜
11
月
6
日（
月
）

【
会
場
】	

天
満
屋
八
丁
堀
ビ
ル 

７
階
美
術
画
廊

【
会
期
】	

12
月
13
日（
水
）〜
12
月
18
日（
月
）

【
会
場
】	

天
満
屋
米
子
店 

３
階
美
術
画
廊

村
岡
貴
美
男 

展
　

エニ
グ
マ
の
肖
像

Preview

暗
示
の
美
学

　
日
本
画
家
・
村
岡
貴
美
男
の
、
百
貨
店
で

は
初
の
個
展
が
開
催
さ
れ
る
。

　
展
覧
会
名
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
エ
ニ

グ
マ
」
と
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
ナ
チ
ス
が
使

用
し
た
暗
号
装
置
の
名
前
で
も
あ
り
、一
般
的

に
は
「
謎
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
村
岡
は
今

回
こ
の
言
葉
に
、「
謎
め
い
た
人
の
肖
像
」、
あ

る
い
は
「
謎
と
い
う
形
の
無
い
抽
象
的
な
概
念

の
具
現
化
（
肖
像
化
）」
と
い
う
二
つ
の
意
味

を
持
た
せ
、
絵
の
中
に
託
し
て
い
る
。
現
代
美

術
で
は
よ
く
あ
る
、
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ
ン
グ
的
な

考
え
方
か
ら
付
け
た
と
い
う
。

　
長
い
こ
と
女
性
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
村

岡
だ
が
、
女
性
の
官
能
性
だ
と
か
、
容
姿
の
美

し
さ
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。

あ
く
ま
で
も
女
性
は
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
り
、
そ

の
姿
を
通
し
て
、
予
感
や
記
憶
、
あ
る
い
は
空

気
や
気
配
と
い
っ
た
、
明
快
な
フ
ォ
ル
ム
を
伴

わ
な
い
も
の
を
暗
示
す
る
。

　
聖
母
マ
リ
ア
を
起
源
に
、
西
洋
美
術
史
で
は

古い
に
しえ

か
ら
今こ

ん
に
ち日

ま
で
、
女
性
を
重
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

村
岡
の
絵
画
は
西
洋
的
な
文
脈
を
汲
む
の
だ

が
、
そ
の
情
緒
性
を
考
え
る
と
、
日
本
的
な
美

意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
世
界
観
で
も
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
、一つ
の
絵
が
孕
む
両
義
性
（
ア
ン
ヴ

ィ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
）
は
、村
岡
作
品
の
特
徴
で
あ
り
、

魅
力
の
核
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
徹
底
し

て
学
ん
だ
古
典
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、

一
方
で
は
と
ら
わ
れ
の
な
い
精
神
で
樹
脂
や
金

属
、
木
材
等
を
多
用
し
、
オ
ブ
ジ
ェ
的
な
作
品

に
も
挑
戦
も
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
古
美
術
の
著

「
金
の
エ
ニ
グ
マ
」 

69
・
5
×
１
０
０
・
０
cm

「
思
索
」
15
号
P

「銀のエニグマ」 69.5×100.0 cm

名
な
コ
レ
ク
タ
ー
の
目
に
も
留
ま
る
が
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
は
現
代
美
術
の
枠
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ

ズ
さ
れ
た
り
も
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
質
と

し
て
の
強
さ
と
テ
ー
マ
性
を
備
え
た
作
品
は
近

頃
で
は
稀
有
で
あ
る
が
、
真
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ア
ー
ト
と
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

と
同
時
に
、
日
本
美
術
本
来
の
主
流
で
あ
る
。

　
同
展
の
シ
ン
ボ
ル
作
品
と
な
っ
て
い
る
大
作

「
金
の
エニ
グ
マ
」
と
「
銀
の
エニ
グ
マ
」
を
見
て

み
よ
う
。

「
銀
の
エ
ニ
グ
マ
」 

69
・
5
×
１
０
０
・
０ 

cm

「
光
の
風
景
」 

30
・
０
×
59
・
５
cm

「
香
り
の
風
景
」 

38
・
5
×
73
・
０
cm
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自
ら
切
り
出
し
た
と
い
う
板
材
に
寒
冷
紗

を
貼
り
、
定
着
の
強
化
を
図
っ
た
上
で
描
画
が

施
さ
れ
た
画
面
。
板
材
と
岩
絵
具
と
が
し
っ
く

り
結
合
し
て
、
長
い
時
間
を
宿
し
た
か
の
よ
う

な
深
々
と
し
た
風
合
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。

「
金
」
と
「
銀
」
と
の
対
照
は
、
太
陽
と
月
の

イ
メ
ー
ジ
を
し
ぜ
ん
と
喚
起
す
る
。「
金
」
の

背
景
に
描
か
れ
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
、

そ
の
名
の
通
り
天
使
が
吹
く
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を

思
わ
せ
る
。
天
使
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
時

む
ら
お
か
・
き
み
お

１
９
６
６
年
京
都
府
生
ま
れ
。
２
０
０
０
年
東
京
藝
大
大
学
院
博
士
後
期
課

程
満
期
修
了
。
０５
・
１０
年
院
展
・
日
本
美
術
院
賞
／
大
観
賞
、 

14
年
同
人
推

挙
。
現
在
日
本
美
術
院
同
人
。

と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
黙
示
録
に
あ
る
最
後

の
審
判
を
象
徴
す
る
。
し
か
し
一
方
で
こ
の
花

は
、
聖
な
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
有
毒
成
分

も
含
む
の
だ
と
い
う
。
村
岡
な
ら
で
は
の
両
義

性
が
、
こ
こ
に
も
隠
し
味
の
ご
と
く
秘
め
ら
れ

て
い
る
。「
銀
」
の
女
性
の
背
景
に
繁
茂
す
る

蓮
の
葉
は
、
周
知
の
と
お
り
仏
教
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
喚
起
す
る
。
泥
に
根
を
張
り
な
が
ら
水
面

上
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
蓮
は
、
そ
の
存
在

自
体
が
世
の
両
義
性
を
主
張
す
る
。
以
心
伝

心
の
意
を
伝
え
る
「
粘ね
ん

華げ

み微
笑し

ょ
う」

と
い
う
禅
語

も
、
こ
の
絵
を
見
て
い
る
と
想
起
さ
れ
る
。
女

性
の
光
背
の
ご
と
く
描
か
れ
る
植
物
、
陰
影
を

孕
ん
だ
色
の
調
子
、
寡
黙
な
女
性
像
…
…
。

瞑
想
的
な
静
寂
を
宿
し
た
画
面
は
、一
種
仏
画

的
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
ク
リ
ム
ト
の
絵
に
見

ら
れ
る
抑
え
の
き
い
た
華
や
ぎ
や
世
紀
末
的
な

香
り
も
漂
い
、
こ
こ
で
も
西
洋
と
東
洋
と
の
不

思
議
な
融
合
が
見
て
取
れ
る
。

　
見
る
人
に
謎
を
問
い
か
け
る
村
岡
作
品
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
完
結
し
な
い
。
鑑
賞
者
の
想
像

力
と
の
交
感
を
経
る
な
か
で
、
十
人
十
色
の
物

語
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。�

（
編
集
部
）

「
対
物
語
」 

15
号
P

「月の位相」 6号P

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」 

S
M


